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那覇の経済を知る　 那覇市公式広報紙【なはけいざいMAGAZINE】

3 存在感を放つ二つの産業
沖縄の産業の特徴は、サービス業を中心とした第

3次産業の割合が高いことです。那覇市でも市内就
労者のうち約93％が第3次産業に就いています。観
光立県であるため観光業従事者が多く、宿泊業と飲
食業が大半を占めます。観光客一人あたりの市内消
費額は約73,000円で、4分の1は宿泊費、5分の1は
飲食費とされます。

那覇市は、沖縄観光の玄関口として多くの観光客
を迎えます。最近では那覇クルーズターミナルを利
用する外国客が急増しており、来訪目的の多様化に
対して受入環境の充実が求められています。このよ
うな中、快適な癒しを提供する宿泊業やバラエティ
豊かな食を提供する飲食業は、市の経済を支える大
きな柱のひとつです。

今回は、外国客への多言語対応といったサービス
向上を目指す宿泊業と、食を通して市の魅力を伝え
る飲食業。これらの産業の取り組みを取材し、世界
トップクラスのホテルが那覇市に進出した理由や展
望、地域の観光資源を盛り上げるための商品開発を
行う飲食店の想いなどを紹介します。

2 順調に伸びる那覇市の観光客数
好調な沖縄経済を支えているのが、沖縄のリー

ディング産業である観光業です。観光入域客数も
年々増加し、平成27年度は約793万人、対前年比で
約76万人、率にして10.7％の増加となり、3年連続
で過去最高を更新しました。

那覇市を訪れる観光客も増加し、平成24年度に
約575万人であった入込観光客数は、平成28年度に
は約752万人となりました。特に外国客の増加が大
きく寄与し、約142万人（前年度比144.2％）となっ
ています。外国客が急増した要因には、海外航空路
線の拡充やクルーズ船の寄港回数増、円安効果によ
る台湾、韓国、中国、香港からの旅行需要の増加な
どが考えられます。

現在の増加数が続けば、平成33年（2021年）に
は、入込観光客数は1,000万人を超える可能性もみ
えてきました。世界遺産の首里城跡をはじめ、ショッ
ピングが楽しめる国際通りや大型免税店、伝統文化
を体感できる博物館や美術館といった観光スポット
が充実している那覇市は、国際的にも注目を集める
観光リゾート地として成長しつつあります。

1 沖縄のメインエンジン那覇
沖縄県の経済成長率が、日本全体よりも上回って

いることをご存知でしょうか。「平成26年度県民経
済計算」（平成29年2月）によると、平成26年度の日
本の経済成長率が1.5%であったのに対して、沖縄県
は3.5%となりました（いずれも名目）。入域観光客
数の増加を背景に、宿泊施設やレンタカー利用によ
るサービス業の増加や消費税増税前の駆け込み需
要による住宅建築の増加、それに伴って住宅賃貸業
などの不動産業が堅調に推移したことなどが理由に
あげられます。

その沖縄県経済を中心となって支えているの
が、那覇市です。那覇市は、沖縄県民の4分の1近い
22.6%（32万3,064人／平成29年9月）の人口を擁
し、市経済の規模を示す市内総生産額は全体の3割
にあたる32.0%（1兆2,181億円／平成26年 沖縄県
統計課市町村内総生産）にのぼっています。建設業
とサービス業が好調であったため、市町村内総生産
の対前年増加率は4.3%となり、沖縄県全体の経済
成長率にも大きく寄与しています。まさに県経済のメ
インエンジンといっても過言ではありません。

アジアと日本を結ぶ交流拠点として位置する本市は、世界水
準にふれあい、つながり、ひろがることで、新たな可能性の創出
を秘めています。このような本市の強みを活かした取組みとして 

「ヒト・モノ・コトが集い活気あふれるまち なは」を掲げ、国内外から
優れたヒトやモノが集い、そこから新たなモノやコトを生み出し、世界へ羽ばたくこと
で、躍動感がみなぎる万国津梁のまちを目指してまいります。その足掛かりとし、発展
する地域産業や各ビジネス分野の情報を広く市民の皆様に発信する「なはけいざい
MAGAZINE」を発刊致します。本市の経済施策や、雇用状況などの課題に対する認
識を深め、これらの改善に向けた取組みを、市民の皆様と共に進めて参りたいと思い
ます。商都・那覇の更なる発展に向けて、んなし まじゅん ちばてぃ いかなやーたい。

海外観光客の大幅な増加や新規就航路線の拡充などを背景
に、本県の経済状況は好調に推移しています。一方、企業にお
いては、長時間労働の是正や柔軟な働き方の拡大など、人材確
保の観点から「働き方改革」への取組みが真剣に行われていま

す。当協会も那覇市をはじめ経団連や国、県と連携・協力の下、生産性を高めつ
つ、魅力ある働きやすい環境づくりに向け積極的に事業を展開しています。その
ような中、那覇市の産業や経済、雇用に関し、市民との情報共有や課題の解決を
目的に本紙が創刊されることは、誠に時宜を得た取組みであり、同紙を通じ、更
にビジネスチャンスが広がり、地域経済の振興、産業の発展に繋がることを心よ
り祈念申し上げます。

発刊にあたって	 那覇市長　城間 幹子 創刊に寄せて	 一般社団法人 沖縄県経営者協会 会長　安里 昌利

ヒト・モノ・コトが集い
活気あふれるまち なは
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Naha Frontier 那覇市を拠点に開拓者（FRONTIER）として、独自の経営スタイルや画期的なことに取り組む企業トップや元気な人々を毎回ご紹介

01 ワールドブランドが那覇に進出
 ハイアット リージェンシー 那覇 沖縄

 沖縄の魅力を世界に発信するシティリゾート
 地域文化とハイクラスのサービスが融合

世界的一流ホテルが那覇に進出
那覇市の桜坂エリアに2015年7月、「ハイアット 

リージェンシー 那覇 沖縄」が誕生しました。世界有
数のブランドホテル・ハイアットの沖縄初開業ホテ
ル。運営するケン・コーポレーショングループは、多
角的・長期的な経営ビジョンを軸としたホテル事業
を手がけています。宿泊客に地域の文化や自然、人
の魅力に触れてもらうことで、“世界に通用するホス
ピタリティ”を築いてきました。
「ハイアットは数あるインターナショナルブランドの
中でも切れ味するどいラグジュアリーホテルチェー
ンです。ハイアットがある地域は世界的なディスティ
ネーション（旅行目的地）として認められます。そう
いう意味では、那覇は名実ともに、世界クラスのディ
スティネーションに認められたのだろうと思います」
と話すのは、総支配人の佐藤健人さん。那覇で開業
した理由についてもこう語ります。「沖縄観光の中心
地は那覇です。市内は空港から近く、旅の拠点にな
る場所です。ここでシティリゾートとしてNo.1のホテ
ルを開業し、富裕層をターゲットとした新たなマー
ケットの開拓を考えています」。

また桜坂という立地については「沖縄観光のメイン
スポットは国際通りです。その近くにある桜坂エリア
は、歴史や文化、食、人の温かみなどを備え、開業
地として魅力を感じました」と率直な印象を話してく

れました。
那覇で好調なホテル運営を続けるケン・コーポレー

ショングループは現在、国内外でホテル事業を展開
しています。「全部で31軒あり、国内22、海外9、うち
グアム島が5軒です。グアム島にあるホテルのうち、ケ
ン・コーポレーショングループのホテルは全体の3割近
くを所有するトップシェアです。ひとつの地域で複数
のホテルを所有しながら、地域と密着したホテル運営
を展開して、マーケットを広げていくのが特徴です」。

高待遇で積極的に地元の人を採用
常にサービスの質の向上を求められるラグジュア

リーホテルとして、開業にあたっては地域をよく知る
地元の人材を積極的に採用したと話す佐藤さん。ま
た、給与を県内の平均額より10%ほどベースアップ。
低賃金といわれるホテル業界では異例の高待遇を用
意しました。
「ホテルマンを憧れの職業にしたいんです。沖縄では
3Kのようだと言われていますが、実は欧米では地位
が高い。オープン時の記者会見で、沖縄ホテル業界
の平均の10〜20％は給料を上げると宣言し、実践し
ました。また、パートタイムで働くハウスキーパーも他
より時給が高い。現場ではスタッフとITを連携させ、
効率良く作業を行っています」

ポテンシャルの高い沖縄の人材
「沖縄の人たちはとても優秀。そしてホスピタリティ
業界には向いていますね。印象に残っている出来事
に、新卒者の面接があります。学生たちに、将来は
どうなりたいの？と聞いたところ『沖縄の役に立ちた
い、沖縄観光に貢献したい』という回答が多くて驚き
ました。自分たちの住む地域や好きなことを相手に共
感してもらいたいというのは、ホスピタリティの本質的
な部分です。沖縄の人たちは、その想いを持っていま
す。そういった意味でも、沖縄の人材は、ホテル業界
に合った資質を持っているといえます」。

業務を通して、その想いを多くの宿泊客に伝えてほ
しいと話す佐藤さん。では、佐藤さんが現在感じてい
る課題とは。「インバウンドのお客様が増えています
ので、やはり外国語対応は必須です。研修制度を設け
ており、自らが学習するきっかけとなればいいと思っ
ています」。

仕事を通して人を育てる環境づくり
2020年に完成する那覇空港第2滑走路が起爆剤

となり、沖縄観光が黄金期に入ると推測している佐
藤さん。沖縄を訪れる観光客は、2020年代中頃に
は年間1500万人にまで増えると予想。そのため、今
しっかりとした準備をするのが大切だと言います。
「今後も宿泊施設の新規開業が見込まれ、沖縄の
ホテル業界により多くの人材が必要になってくること
は確実です。年齢や性別・役職などを超えて、志ある
人がやりたいことに挑戦できる環境を作ることで、よ
り良い人材が育つと考えています。ハイアットでは新
人でも成果を出せば、白羽の矢が立つことがありま
す。また活躍の場を那覇や県内のホテルだけとせず、
視野を大きく広げて、県外や海外での勤務にチャン
レンジすることができることも知ってもらいたい。そ
して、どこでも活躍できる人材に育ってほしいと願っ
ています。沖縄の人たちは“沖縄愛”が強いので、さ
まざまな場所でキャリアを積み、たくさんの経験を
して、自分の中の引き出しを増やして、将来、沖縄に
戻ってきてもいいのではと思っています」

ハイアット リージェンシー 那覇 沖縄
総支配人  佐藤 健人 さん

広報担当

仲尾 千枝 さん

フロント担当

安里 舞 さん

「桜坂エリアは幼い頃から親しみのある
場所。ここにホテルを作る理由を知りた
かった」と話す仲尾さん。地元の人が頑
張っている会社が、地域と一緒になって
盛り上げていく、ということが大切だと
考えます。「沖縄出身というのは、沖縄の観光業界ではアドバン
テージ。私だからできる、地域の魅力を伝えたい」と自身の現在
の挑戦を語ります。そして職場環境については「いい仕事をした
らそれに見合うポジションが与えられる。スピード感や求められ
ている質の高さに緊張感はありますが、これから伸びる業界なの
で楽しい」と笑顔を見せてくれました。

　琉球大学観光産業科学部出身の安里
舞さん。卒業後は、3年間銀行に勤務し
ましたが、観光業への夢が捨てきれずに
2016年4月に入社。「ワールドブランド
のラグジュアリーホテルである、ハイアッ
トしか考えていなかった」と入社理由を語ります。大学では「従
業員満足度と顧客満足度の関連性」をテーマに研究していたそう
で、「私自身がハッピーでないといい表情ができないし、お客様に
も伝わります。従業員満足度と顧客満足度は比例しますから。ホ
スピタリティ業界においてはもちろん大切だし、他の業界でも重
要なこと」と自身の思いを語ってくれました。

access
ハイアット リージェンシー
那覇 沖縄
〒900-0013
那覇市牧志3-6-20
TEL:098-866-8888
http://premierhotel-group.com/
okinawahyatt/

ホスピタリティ
もてなすという意味。国内外から訪れる人たちに沖縄をもっ
と好きになってもらえるよう、市民ひとり一人が意識したい
言葉です。

インバウンド
外国人が日本を訪れる旅行のこと。近年、那覇市でもイン
バウンドが増加しています。多くの外国人に対応できるよう
に、「国際化」が望まれます。

国際通りは海外からの観光客が多く行き交い、名実共に『国際』通りへ。
歴史、文化、食事と全ての要素がコネクトし世界中の人々を魅了していま
す。進化し続ける那覇の街と共に、私達のホテルも成長して参ります。

沖縄観光の中心・那覇で、地域と共に！
佐 藤 健 人 さ ん の

わ た し と な は

■ 	HOTEL INFO
那覇の中心地にある「都会のリゾート」。インター

ナショナルブランドならではの洗練されたおもてなし
と伝統ある琉球文化の融合を体感できます。“コネクト
（Connect）”をコンセプトに、人と人、地域とホテル、
世界と沖縄のつながりを大切にするホテルを目指してい
ます。総客室数は294室、うちスイートルームは14室。ロ
ビーや客室、レストランなど、館内のいたるところに沖縄
の伝統工芸品が飾られています。

琉球ガラスが
飾られた館内
は 、洗 練され
た雰囲気
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02 人との出会いもアイデアも地元から
ブーランジェリー パティスリーいまいパン

 地域の人とのつながりで売り上げがアップ
 店を任せられるまでにスタッフも成長

地域とのつながりを深めることで
次第に売上が伸びていった

那覇市真地に2012年にオープンした「ブーラン
ジェリー パティスリー いまいパン」。お店を営むの
はパン職人の今井陽介さんと、奥さまでパティシエ
のあいこさんです。お二人とも東京や海外で修行を
積んだ、実力派のご夫婦。結婚を機に、あいこさん
の地元・沖縄へ移り住みました。
「店を構えようと物件を探しましたが、なかなか条
件に合うものが見つからず、そんな状況を見かねた義
父が営んでいた金物店を閉め、その場所を引き継ぐ
事にしました」と話す陽介さん。真地は繁華街ではな
いものの、やっていけそうだと思っていたといいます。
ところが、開店して3年間は売り上げが伸びず、売れ
残った商品を施設に寄付する生活が続きました。
「それでも、やっぱり僕はパン作りが好きだった。

自治会に入って地道に地域とのつながりを深めた
り、TV取材を受けることで知名度をあげるなどし
て、徐々に売り上げを伸ばしてきました」と、陽介さん
は開業当時の苦労を振り返ります。

アイデアは地元にあった観光資源から
二人にとって大きな転機となったのが、第38回

那覇市長賞優秀賞を受賞した「識名園るうまんぺい
（浪漫餅）」の開発。どうしてもパンの売り上げが
落ち込んでしまう夏場の経営を改善したいと、あい
こさんが思いついたのは、店から徒歩5分の場所に
ある世界遺産「識名園」を盛り上げるためのご当地
商品でした。商品化には繁多川の老舗「丸吉塩せん
べい屋」のほか、久高島在住の画家・山崎紀和さん
もパッケージで協力。市長賞の受賞は話題を呼び、
「平成29年 全国菓子大博覧会 名誉総裁賞」の受
賞をも果たしました。

全国菓子大博覧会受賞で認知度と売上がアップ
スタッフの育成にも取り組む

現在、従業員はパートも含めて13人。「受賞のお
かげで売り上げが安定し、従業員を増やしたほか、
待遇も改善しました。近くオープンする予定のお店を
任せられるほどに若手スタッフも育っています」と、
キッチンを温かく見守る陽介さん。現場第一主義の
陽介さんは「本当はパンを焼いていたい」という気持

ちが強いそうですが、新しい店舗を展開して従業員
が働きやすくやりがいを感じる職場を作り、若い人で
もチャンスが広がる環境にしたいといいます。

琉球国王をモチーフに翌年販売したティータイム
クッキーも賞を受賞。「商品が注目を浴びたことで、人
との新たなつながりも広がってきました。今後は沖縄
の素材で琉球世界遺産シリーズを完成させ、沖縄全体
を盛り上げたい」と、意気込みを話してくれました。

ブーランジェリー パティスリー いまいパン
今井 陽介 さん ・ 今井 あいこ さん

スタッフ

長浜 唯 さん

いまいパンに入って3年目の
長浜さん。子どもの頃から
パンが大好きで、パン職人
を志す。いまいパンへの就職
を決めたのは、その種類の
豊富さと見た目の華やかさ、そして味の確かさ。「自
分が開発したパンをお客様が喜んでくれる姿が何よ
りのご褒美」と語ります。日頃の努力が実って、23
歳の若さで年内にオープン予定の2号店の主任に抜
擢され、今後はパン作りだけでなく店舗スタッフの
管理などの新しい仕事にも携わります。「2号店の開
店で色々なことが学び、いつかは自分のお店を持ち
たい」と将来の夢を語ります。

■ 	識名園るうまんぺい
年間7万人の観光客が訪れる世界

遺産「識名園」には、これといったお
みやげ品がないことに気づいたあいこ
さん。せっかく作るならと地元の食材

を使うことにこだわり、材料には繁多
川の丸吉塩せんべい屋の塩せんべい
を使っています。そして、もう一つのこ
だわりは二人が出会ったフランスの塩
も使用していること。またパッケージ
は、識名園を天空から眺めた絵を、画
家・山崎紀和さんに描いてもらいまし
た。商品が形になったのはすべて、陽
介さん、あいこさんが作っていった人
とのつながりがあったからです。

■ 	琉球国王のティータイム
	 クッキー

琉 球国王をモチーフに発売した
クッキーも那覇市長賞を連続受賞。
商品は、原材料に県産黒糖やさんぴ
ん茶を使用し、黒糖サブレとさんぴん

茶クッキーに展開しました。琉球はか
つてさまざまな国と貿易し、繁栄を謳
歌していました。パッケージには、フラ
ンスのスイーツを食べた琉球国王が、
未体験のおいしさにビックリしている
様子が表現されているそうです。

識名園るうまんぺい
浪漫餅
1,200円（税込）

那覇市長賞 優秀賞 受賞
全国菓子大博覧会 名誉総裁賞 受賞

那覇市長賞 最優秀賞 受賞
全国菓子大博覧会 金菓賞 受賞

那覇市の総事業所数は17,995。総従業者数は156,511人で、うち個人事業者が28,692
人（18.3%）、法人が127,183人（81.3%）。産業別従業者数の第三次産業構成比が約93%
（沖縄県全体では85.9%）で、中核市48市中でもトップで突出して高いため、産業構造の
バランスを考慮すると、農水産業や加工業などの成長と発展も望まれます。

事業所数ランキング 事業所 % 従業者数ランキング 従業者 %
1 卸売業・小売業 4,568 25.4 1 卸売業・小売業 31,324 20.0
2 宿泊業・飲食サービス業 3,687 20.5 2 宿泊業・飲食サービス業 23,428 15.0
3 不動産業・物品賃貸業 2,013 11.2 3 医療・福祉 19,653 12,6
4 生活関連サービス業・娯楽業 1,571 8.7 4 サービス業（※） 19,051 12,2
5 医療・福祉 1,243 6.9 5 運輸業 8,951 5.7

県内で一番、宿泊施設数が多い市町村はどこだと思いますか？正解は宮古島市（247
軒）! 第2位が石垣市（220軒）で、ここ那覇市は第3位（219軒）です。施設数では3位ですが、
収容人数ではダントツ1位（32,033人）！大規模なホテルが多いため、施設毎の収容人数が
多いのです。那覇市民約30万人に対して、宿泊施設の収容人数は約3万人。単純計算で、
年間約1,095万人泊（3万人×365泊）となりますが、那覇市では平成36年度までに、年間
1,300万人泊に増やすことを目標としています！市内を歩けば、かなりの頻度で観光客と
すれ違うこともあります。ぜひ、おもてなしの心で観光客の皆様をお迎えしたいですね。

出典／平成28年沖縄県「宿泊施設実態調査」

出典/H26年経済センサス基礎調査 ※他に分類されないもの

宿泊施設
収容人数
ランキング

那覇市
32,033人

恩納村
15,272人

石垣市
10,459人

琉球国王の
ティータイムクッキー
1,944円（税込）

県外出身者の私にとって、妻の地元である那覇は「第2のふるさと」。
思い入れのある特別な場所で、大好きなパン作りを通して自分の技術
で地域の人々を笑顔にし、愛されるお店作りを進めていきたいです。

那覇はパンを通して、自分を表現できる場所
今 井 陽 介 さん の

わ た し と な は

access
ブーランジェリー
パティスリーいまいパン
〒902-0072
那覇市真地12-4
TEL:098-836-3008
https://imaipain.com/

店内には芳ばしい香りが広がりバラエティ豊かな商品がならぶ
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那覇市では、市内事業所の大多数を占める中小企業の振興を重視し、平成22年
に「那覇市中小企業振興基本条例」を定め、関係者が協働しながら地域経済の発展
や経済振興に取り組んできました。
最近は、沖縄県内の景況が好調で、雇用状況も改善しつつあります。那覇市は、こ

の流れを後押ししようと、市政の最重要施策に経済振興を位置づけ、その取り組み
として、中小企業支援のさらなる強化に努めています。
また効果的な中小企業の支援を行うため、当事者である中小企業団体や、経済関

連団体の関係者、学識経験者などの専門家で構成される「那覇市中小企業振興審
議会」を設置し、貴重な意見・提言を受け、支援策を進めています。
今回は、昨年度の同審議会の答申を受けて進められる、さまざまな中小企業支援

策の中から、今年度、新たに取り組む事業を一部、紹介します。

それぞれの企業の実態に合わせた支援策を考えるためには、現状をきちんと把握す
ることが重要です。そのために那覇市では、中小企業に対する調査を行っています。

これまでは、総務省と経済産業省が共同で行う調査「経済センサス」の結果を参
考にしていました。しかし、調査結果が公表されるまでに時間がかかること、那覇市
が必要とする調査項目が入っていないことなどから、今年度、新たに「市内中小企業
経営実態調査事業」を実施することにしました。内容は、市内の中小企業に対しての
那覇市独自のアンケート調査とヒアリング調査です。これにより、市内中小企業の実
態をより的確にかつタイムリーに把握することができるようになります。調査結果は今
後、さまざまな経済産業政策に活用され、数字やデータに基づいた、より効果的な施
策の展開が期待できます。

沖縄県のリーディング産業の一つである観光。那覇市でも観光振興は、取り組む
べき重要な分野です。市内には、琉球王国時代の歴史を感じさせる世界遺産の首里城
跡などの文化施設をはじめ、牧志公設市場といった地域に根ざした観光スポット、そ
して那覇ハーリーや那覇大綱挽まつり、琉球王朝まつり首里など、市民や県民、観光
客も楽しめるイベントやまつりがあります。

このように那覇市には、世界に誇る多くの素晴らしい観光資源がありますが、これら
を活用した那覇市を代表する定番の「商品（モノ）」や「サービス」は？と聞かれて、すぐ
に思い浮かぶものはいくつあるでしょうか。例えば、東京には東京スカイツリーが、シン
ガポールには、国のマスコット的な存在であるマーライオンがあり、それらをモチーフと
した土産物やサービスなどがあります。
「新商品開発事業」では、認知度の高い観光
資源のほか、さいおんスクエアと壺屋やちむん
通り入口に設置しているうふシーサー、若狭の
龍柱、市の魚のマグロ、市の蝶のオオゴマダラ
などを新たなモチーフとして活用し、市内の事
業者による那覇市をPRできる独自の商品や
サービスの開発を支援しています。

既存の資源に新たな価値を加えながら、観光
都市「那覇」としての魅力発信と、さらなる認知
度の向上へとつなげる取組をすすめています。

「インキュベーション」という言葉をご存じですか？インキュベーションとは、新しいビ
ジネスの成長を促進する取り組みのことで、設立して間もない企業に国や自治体等が
経営ノウハウやオフィススペース、人材などを提供し、将来的に優良な企業を育てるこ
とをいいます。そしてそれらのサポートを実践する施設をインキュベーション施設とい
い、県内にも20以上設置されています。

世界で最も起業しやすい国の一つと言われるシンガポールでは、政府自らが創業
支援用のオフィスを建設し、新企業を誘致・支援することで経済活性化を目指す政策
を積極的に展開しています。

那覇市でも、那覇市IT創造館、なは産業支援センター（愛称：メカル ヨン_ゴ）の2
つのインキュベーション施設を銘苅エリアに設置しています。同施設には観光関連産
業、情報通信産業、国際物流産業など、那覇市の戦略的成長産業分野の企業28社が
入居し、約170名の従業員が施設内で活発に企業活動を行っています。また施設では
オフィススペースの提供に加えて、各分野の専門家が適切な支援や助言を実施するハ
ンズオン支援も行い、企業の経営力を向上させる取り組みなども実施しています。

今年8月には、メカル ヨン_ゴが所在する、なは市民協働プラザ地下１階に「なは
し創業支援相談窓口」、「なはし就職なんでも相談センター」が本庁より移転し、
年末には、各関連機関の連携を目指した、民間のカフェが1階にオープンする予定
です。

今後、周辺関連施設も一体となり、銘苅エリアが
那覇市のスタートアップの地としてますます活気づく
ことで、新たなビジネスの創出や、関連産業の集積
から生まれるビジネスの高度化など、那覇の産業発
展をリードする場として期待されます。

那覇市では、年間を通して多彩な観光関連イベントを開催しています。りゅうぎん
総合研究所が発表している調査レポートによると、那覇市が誘致している読売巨人
軍の春季キャンプによる平成29年の経済効果は22億3,000万円となりました。また
NAHAマラソンの平成28年の経済波及効果は、約19億7,800万円となっています。

平成29年に9回目の開催となった沖縄国際映画祭は、那覇市における一大エンターテ
インメントコンテンツで、祭りの目玉である国際通りレッドカーペットには、9万1,000人が
訪れました。来場者による経済効果に加え、那覇市の
メディア露出増加による効果も高く、その媒体広告効
果は国内だけでも46億円を越えるとされています（主
催者発表）。

また毎年5月3日～5日に開催される那覇ハーリー
は、県内離島や県外からの観光客による来場が期
待できる県内有数の大型イベントとなっており、平
成29年は17万4,000人が来場しました。また那覇
大綱挽まつりは、10月の体育の日を含む土･日･月の
3日間にわたって開催され、奥武山公園に併設され
た市民フェスティバル会場と合わせると平成29年は75万5,000人が訪れました。

琉球王朝まつり首里は、毎年11月3日の文化の日に古都首里で行われる祭りで、平
成29年の来場者数は4万8,300人と那覇の三大祭りの中では規模が一番小さいもの
の、市が実施した県外でのアンケート調査では三大祭りの中で認知度が一番高く、沖
縄の歴史･文化に関心を持つ観光客を取り込むことで、規模の拡大を見込むことが期
待できます。

那覇市における平成28年度の観光収入は約3,187億円。今後も、観光関連イベン
トを用いた宣伝･誘客活動及び経済振興施策を行いながら、国内観光客のみならず、
急増するインバウンド需要も着実に取り込み、更なる経済成長がもたらす市民所得の
向上へとつなげることが重要と考えています。

H28　那覇市中小企業振興審議会の答申について （概要）
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DO
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中小企業
振興審議会

審議会と事業のイメージ

優先的に実施が必要な中小企業振興施策
 ① 中小企業の実態把握のための「市内中小企業経営実態調査」の実施
　　 那覇市中小企業の実態の調査・分析を行い、那覇市独自の
  施策立案に繋げていただきたい。

 ② 創業や事業継続のための支援施策の充実・拡大
　　 経営のプロフェッショナルや実務者による支援力強化策や、
  民間運営による創業相談拠点設置
  （例：スタートアップカフェ）等に取り組んでいただきたい。

 ③ 優秀な人材確保につながる本市雇用施策の推進
  人材育成・確保につなげる取り組みを早期に実施して
  いただきたい。

 ④ 産業振興の拠点となる施設・インフラ整備、見直しの検討
  那覇市IT創造館等の管理運営にあたり、企業の状況に
  応じた取り組みを実施していただきたい。

 ⑤ 外国人観光客の増加に対する支援強化
  多言語対応やICTを活用した情報発信、特産品開発など、
  那覇市独自の事業者支援策を実施していただきたい。

 ⑥ 独自性の強い中小企業振興策の実施に向けての予算規模の拡大

中小企業の現状を把握し、的確な支援策立案を目指す1

魅力的なイベントが大きな経済効果を生み出す4

観光資源の魅力を活かした商品の創出2

“起業力”を支援する「インキュベーション」3
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アンケートにご回答頂いた方の中から抽選で、粗品をプレゼントいたします。
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今号で興味が湧かなかった記事はどれですか？以下から番号をお選びください。
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